　　　　　　　　　　第１０回成人式大賞２０１０決まる！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成22年3月５日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新成人式研究会事務局

1． 応募と審査委員会開催の概要

　　新成人式研究会が選定機関として、平成１２年度（２００１年）以来毎年文部科学省

　のご後援を得て実施している成人式大賞は、今年第１０回目を迎えました。

　　本大賞が関係者の方々の間で実質的に成人式の唯一の客観的な評価基準のような存在

　としての役割を果たすに至っていることもあり、公募に応じ全国各地から新しい時代に

　ふさわしいあり方をめざした多数の成人式の応募が寄せられました。

　　大賞審査委員会（中村桂子委員長、ＪＴ生命誌研究館館長・東京農業大学客員教授・

　理学博士）では、２月２５日の応募締め切り後ただちに委員会事務局において予備審査

の第一次選考を行ない、その結果を踏まえて３月５日に東京都千代田区のフオーラムミカサにおいて本審査委員会を開催し、全国から応募申請のあった８２件のうち第一次選考を通過した６１件について審査を行ない、最終的に本年度の大賞各賞を決定しました。

2． 審査状況と大賞各賞の入賞状況

　　本年度は平成の大合併の最終年度でありましたので、成人式開催の主体となる市町村

　数が激減し合併後の自治体のアイデンテイテイが未確立であったり、世界的な大不況や社会不安が募るといった状況の中で、大人の仲間入りをした若者たちも成人式を契機に今後どのように生きるべきか、地域のために何をすればよいか考えあぐねたり、地域の人々も次代を担う新成人に大きな期待を抱きながらも方向性を示せず、成人式のあり方に戸惑うところも少なくなく、応募を躊躇される向きもあったように思われます。
　　他方、合併を新たな地域発展のエネルギー源として、新成人を初め多くの人々の力の結集を図り、地域の飛躍的な活性化につながるような優れた成人式をめざし内容・運営の向上にまちをあげて熱心に取り組み、応募される自治体も増えました。
このような情勢を背景として応募は前年の７８件を若干上回る件数にのぼり、大賞審査はこれまで同様、「ハイレベル成人式間での大激戦」の様相をますます強めました。

応募成人式は、全般的にレベルアップしていることから、前年のレベルを上回る成人式でも前年と同一の賞を得られるとは限らず、また当日の式典・催事の若干の改善にととまらず、いわば成人式づくりの過程を含めた人・まちづくりなど全体的で大幅な質的改革のあり方が問われるといった状況となってきました。
　　こうした審査の結果、成人式大賞各賞を受賞された自治体名は別項のとおりで、受賞
　件数は、成人式大賞１件、成人式準大賞３件、成人式優秀賞７件、成人式奨励賞５件、

成人式貢献賞６件、成人式アイデア賞５件、成人式話題賞５件、成人式企画賞４件、成人式努力賞３件で、合計３９件であります。　　　　　　　　　　　　　　　　（以上）
第１０回成人式大賞２０１０受賞自治体名
成人式大賞　　　　１件
　亀岡市（京都府）
成人式準大賞　　　３件
　山形市（山形県）、高根沢町（栃木県）、光市（山口県）
成人式優秀賞　　　７件
　館林市（群馬県）、調布市（東京都）、瑞浪市（岐阜県）、犬山市（愛知県）、
碧南市（愛知県）、枚方市（大阪府）、南あわじ市（兵庫県）
成人式奨励賞　　　５件
　春日部市（埼玉県）、桶川市（埼玉県）、大和郡山市（奈良県）、堺市南区（大阪府）、
　山都町（熊本県）
成人式貢献賞　　　６件
　奥州市（岩手県）、町田市（東京都）、七尾市（石川県）、京都市（京都府）、
貝塚市（大阪府）、小野市（兵庫県）
成人式アイデア賞　５件
藤沢市（神奈川県）、西尾市（愛知県）、福山市（広島県）、大竹市（広島県）、
中津市（大分県）
成人式話題賞　　　５件
　一関市（岩手県）、蕨市（埼玉県）、八王子市（東京都）、刈谷市（愛知県）、
　葛城市（奈良県）
成人式企画賞　　　４件
　秦野市（神奈川県）、三原市（広島県）、古賀市（福岡県）、新富町（宮崎県）
成人式努力賞　　　３件
　つくば市（茨城県）、新潟市西区（新潟県）、淡路市（兵庫県）
　(備考)同一の賞を受賞した自治体名の記載の順序は、その賞の中での順位を示すものでは
ありません。
